
報徳役所跡

報徳役所跡の二宮尊徳

瀬川の一里塚

瀬川の七本杉伐採痕

砲弾打込杉

薬師堂
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⑳薬師堂
竜蔵寺跡の薬師堂と道祖神がある。大

きな石の釣鐘が地面においてある。奉納
されたとき竜頭が壊れたため放置された
という説と、野口は火事が多かったの
で、二度と火事を告げる鐘をたたくこと
のないように石の鐘を作ったという説が
ある。
また、薬師堂の裏には男性のシンボル

が祀ってある。堂の側面には、18～19世
紀の念仏供養塔が並ぶ。そのうちの一つ
は、浄土教の行者徳本の書になる。塔
は、このほか御幸町竜蔵寺境内にもあ
る。堂内には、寛文6年（1666）の作仏
聖円空の作になる閻魔王座像が最近確認
された。薬師堂は、日光をめざす宗教者
が立ち寄る村堂でもあった。

㉗日光古道
「日光街道、むかしは此道より七里村
筋違橋のわきへ通じて、今の街道の東に
あり」(日光道中略記)江戸初期（1662）
の日光道中は野口村の竜蔵寺跡に建つ薬
師堂の先を右に、東武線の鉄橋の下をく
ぐる道が日光古道。大谷川沿いを通り、
七里村の筋違橋の脇へ通じていた。「延
宝年(1673)前、大谷川洪水の時、民家流
失し道路損壊せしかば、西のかたへ新に
街道をひらきて往還とす」「古道水損の
年代は慶安年中(1648～52)並木の杉植立
ありしより間なきことゝ見えて、古道に
のこれる杉と、今新道に植えつけし杉
と、その大さ相似たり。土人の伝説によ
れば寛文2年(1662)稲荷川出水のとき古
道損敗せしものならんか」(日光道中略
記)寛文2年（1662）台風によって大谷川
が氾濫し、日光道中も崩壊した。その
後、回り道として現在の新道を開いた。
「日光御参詣の時は、古道を以て御供方
の廻り道とす」

高
龗
神
社

㉖古道分岐の石仏群
道が交わるところに、勝善神をはじ

め、自然石の馬頭観世音、馬頭尊など20
数基の石碑がある。
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日本橋から34里目の一里
塚。道の両側に塚が残って
いて、案内板がある。右の
塚は3本の苗木が生長する
過程で癒着し、根本付近か
ら3つに分かれている。
日光街道では最後の塚に
なるが、この瀬川の一里塚
から鉢石宿まで1里以上あ
るので、日光古道を通って
七里付近に一里塚があった
と思われる。

34 瀬川一里塚
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⑤報徳役所跡
小田原出身の二宮尊徳は、日光社領の

荒地開発を命じられ、今市の地に報徳仕
法を施し、ここで亡くなった。大谷石で
できた倉庫が復元されている。二宮尊徳
の年取った像、昭和24年（1949）の震災
記念碑もある。その奥の木造建築物は、
報徳今市振興会館。中には二宮尊徳の解
説や記念品が展示されている。
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③今市御蔵跡
近隣各地の天領から納められた年貢米

が収納されていた。敷地には4棟の蔵が
あり、1棟は2つに分けられ1番から8番ま
であった。日光に勤仕する僧侶や日光奉
行所の役人などはいずれもここで扶持を
支給され、扶持米は今市宿内の穀問屋に
払い下げ、貨幣で支給された。宿は米問
屋が多く発達した。
東照宮用の非常米の倉庫とも、年貢米

の米倉で殻問屋に払い下げ役人の扶持を
支給していたともいわれる。現在残って
いるのは、門柱の基礎に使われた石だけ
で、赤堀川に架かる橋に使われている。
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⑩野口道
和泉村、野口、七里

村、日光へと続く。泉
道は往古鎌倉街道であ
った。

⑧古峰原街道
琴平山の裾野

を通り､古峰原
へ向かってい
た。
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⑨古峰原街道道標
右ハ いつミ村 中
ハ 小器川 杞さく
古ぶが原道 左ハ ひ
らがさき ながはたと
刻まれた道標は現在東
へ50ｍの墓地の片隅に
ある。

①浄泉寺
目の病を治すと人々から信仰されてい
る薬師如来を祀る薬師堂や稲荷神社があ
る。慶安4年（1651）、家光（大猷院
殿）の御宝棺が日光山に向かうとき、こ
こで小休止したといわれる。

②沢蔵司稲荷神社（そば喰い稲荷）
沢蔵司稲荷仕法跡に、文久 2年

（1862）二宮尊徳の子弥太郎が寄進した
稲荷神社で、沢蔵司（たくぞうす）稲荷
仕法とよばれる、利子を活用した稲荷維
持のための永久計画があったという。
そば喰い稲荷は弥太郎の次女、たかが夜
泣きするため、この稲荷にそばを献上し
祈願したら直ちに治ったという伝えがあ
る。これが「そばのまち今市」のルーツ
でもある。

⑬しばられ地蔵
この地蔵は病気の場所を荒縄で縛

り願掛けをし、治ると縄を解きお礼
参りする風習があった。多くの参詣
者が訪れ、縄の解ける暇がなかっ
た。「縛られ地蔵」といわれた。
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⑪唐人屋敷跡
寛永13年（1636）材木を江

戸から運び、一万両の費用を
かけ朝鮮通信使が東照宮を参
拝するための宿舎（館）を建
てた。小屋というと粗末に聞
こえるが、将軍の御殿に対す
るへりくだった言い方で、と
ても立派な建物だった。朝鮮
王朝は江戸時代12回派遣し
た。

⑫高龗神社（たかおじ
んじゃ）
「瀬川村の鎮守にし

て、天正年中（1573～
92）の勧請なり」（日光
道中略記）石の鳥居をく
ぐると石橋があり、下を
清らかな水が流れてい
る。祭神は高龗大明神
（高淤加美たかおかみ
神）を祀っている。 境
内には享保16年（1731）
の 石 灯 籠 、延 宝 3 年
（1675）の「愛宕山」と
刻まれた石碑、嘉永6年
（1853）「男体山」と刻
まれた石碑がある。
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栃木県日光市

今市宿～鉢石宿

（ 歩行距離 2987ｍ 37分 ）

http://nikko-kaido.jp/
JZE00512@nifty.ne.jp

歩く地図でたどる日光街道

上今市 ～ 野 口

㉑砲弾打込杉
大鳥圭介率いる幕府軍は宇

都宮を追われ、日光道中を後
退し、伝習隊、草風隊が野口
十文字に布陣。
勝海舟の書面「日光山での

戦は避けよ」を携えた松平太
郎が大鳥の元に赴き、日光山
退去を求めた。その後、激し
い攻防戦が行われ、官軍の放
った砲弾が杉に命中し、その
傷痕が残っている。
大鳥圭介は申し入れを受

け、日光退却を全軍に下し
た。この日光山からの脱出が
有名な「六法沢越」である。

㉓幕府軍陣地跡
慶応4年（1868）4月29日正午ご

ろ、官軍は今市宿に到着。日光山
衆徒達は大鳥圭介ら幕軍と会談、
日光山退去を迫った。官軍は今市
宿を発ち日光へ向かう。塹壕を掘
り布陣していた幕軍に砲撃が開始
される。幕軍も応戦したが多勢に
無勢のため、日光へ退却せざるを
えなかった。この戦闘での死者、
負傷者は、幕軍戦死者1名、負傷
者3名、官軍戦死者2名、負傷者4
名であった。この戦いにおいて官
軍の放った砲弾が並木に当たった
のが「砲弾打込杉」として残って
いる。

㉒東武鉄道野口駅跡
昭和20年（1945）7月12日に宇都宮が

米軍の爆撃機による大空襲で、軍需工場
を野口へ移転することになった。物資や
労働者の輸送・運搬に必要な駅として、
8月8日東武鉄道野口駅が開業した。8月
15日終戦を迎え、1週間しか存在しなか
った幻の駅となった。
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⑳瀬川の七本杉伐採根
七本の杉の根幹が密着し一株になった

伐採痕がある。明治35年（1902）の大暴
風雨、大正3年（1914）風損、残りの五
本も老朽化し昭和43年（1968）伐倒され
てしまった。

⑰月蔵寺
「日光御参詣のたびに井伊掃

部頭本陣と定む」（日光道中略
記） 江戸末期には彦根藩主日
光参詣の時、宿坊とした寺で井
伊直弼も三度宿泊した。井伊家
の家紋「丸に橘」がついた衣装
箱が残されている。泉龍山実教
院という天台宗の寺院。

⑲瀬川大日堂
道の左側、民家の塀と林の間に如

意輪観音、弁財天念仏供養塔、十九
夜塔、三猿の日光型庚申塔などに囲
まれて大日堂がある。

古道分岐の石仏群

瀬川大日堂

報徳役所書庫

滝尾神社

④瀧尾（たきのお）神社
「宿の鎮守なり。…祭神は田心姫命。当社は日光山
滝尾の神と同躰なり。…往古此神、此地に神遊びあり
しゆゑ当社を勧請せしと云。其年代を伝えず」（日光
道中略記）天応2年（783）勝道上人が日光二荒山に二
荒山大神を祀ると同時に､この地、琵琶ヶ窪にも祀っ
た。「笄（こうがい）の森」（日光道中略記）森のう
しろ､今の浄水場あたりに琵琶窪があった。「当社の
背後に琵琶窪といふ池あり。其形ち琵琶に似たり。神
護景雲元年（767）勝道上人はじめて日光登山のと
き、まづ此琵琶窪に休らひたるに、滝尾権現出現あり
て奇端を示さる。時に天より笄降りしとて笄の森と名
づけしともいひ伝う」（日光道中略記）今市の総鎮
守。明神鳥居は、今市指定文化財。今市宿の西の入口
にあたりかつてここに木戸があった。 今市宿の街道
の真ん中に水路がありここに市神様が祀られていた
が、明治18年水路が埋め立てられるとき、市神様は滝
尾神社の鳥居をくぐった右に移された。

浄泉寺 左そば喰い稲荷

芋こじ
桶の中で芋をこじ廻せば汚れや皮が

落ちてきれいになるのと同じように人
が集まって思う存分意見を戦わし、そ
の討論を通じて各自がその誤りを除い
ていけば正しい結論が出るという。

coffee
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大日堂先の杉並木

上今市から日光市野口に至る区間
は、杉並木街道の中でも杉の生長
・樹勢ともたいへんよく、さらに
車もほとんど通らないので、杉並
木を鑑賞しながら歩くのに最適な
区間である。

⑥今市御蔵の門柱の基礎石
赤堀川に架かる橋に使われている。

今市御蔵の基礎石

名主の家復元
上今市駅から瀬川集落まで約1㎞にわ

たり、杉並木公園が整備されている。こ
の公園は杉並木の保護を主な目的とした
もので、大小14基の水車が回り、瀬川集
落の手前に旧小倉村（現、日光市小倉）
名主江連家住宅、報徳仕法農家（報徳庵
というそば屋）の二棟が移築・復元され
ている。

一部公園内を歩く
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⑭名主の家復
元
南小倉村の世

襲名主「江連
家」を移築。
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⑮いもの木
杉 上瀬川の
今市寄りの入
口にあり、タ
カノツメが着
生し、太い幹
を出し、多数
の枝に分かれ
ている。

⑯旧瀬川村
「むかしは民家、

往還より壱町許東に
ありしが、御鎮座の
後、街道の左右に移
る」（日光道中略
記）元は瀬尾村であ
ったが、慶長年間
（1596～1615）の大
谷川の洪水で、川の
瀬が二つに分かれ、
瀬尾と瀬川に分村し
た。
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㉕旧野口村
「むかしは生岡の地より西北
の方は人家なく、曠野なりしか
ば、当村は野の入口なるをもて
野口と名付しといふ」（日光道
中略記）
生岡は竜蔵寺跡から西約1

㎞、日枝神社、生岡神社あた
り。
江戸時代初期まで大谷川右岸
を下る。鎌倉街道とよばれる旧
街道沿いにあったといわれる
が、度重なる洪水を避けて、寛
文年間（1661～1672）日光街道
が整備され街道沿いに移った。
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薬師堂 石の釣鐘
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⑦赤堀川
赤堀川は大堀または明神川ともいい、昔は

たくさんの水が流れていたという。
宇都宮公綱が百二十万石を領する頃、日光

から宇都宮まで大堀を開削し、大谷川を堰き
止め、その水を引き入れ日光山から木材を流
し宇都宮城を築いた。その堀であるという。
一説には大蛇が通った跡であるともいい、

その他にも徳川家康が筏に乗ってこの堀をあ
く者から逃げた水路だともいう。
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いつみ道
1.1㎞ほど東南の和泉
行く道

⑱磐裂の霊水
月蔵寺からこ

の道を南へ922
ｍ 12分行くと
和泉村の氏神
磐裂神社と和泉
村の地名の由来
となった磐裂の
霊水がある。
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